
保護者が掛ける言葉は、子どもを強く、
優しく、考える子に育てていきます。今回は

保護者が子どもに使ってほしい言葉を、自信を
もってご紹介します。

保護者が子どもに

使ってほしい言葉

「すごーい」(自信をつけることば)
子どもは行動しながら「これでいいのかな」と半信半疑。
そこで「すごーい」とびっくりしたり認めてあげると「こ
れでいいんだ」と思って自信がつきます。自信がつけば、
もっとやろう！またやろう！続けてやれるようになります。

「えーと」 (考える力をつけることば)
言葉をしゃべり始める時に「えーと」と
いう言葉を発すると、何を話そうか考え
る時間ができます。この「考える時間」
を使って、頭の中で言葉を整理すること
ができる為、とても大事です。

「～だから」（論理的思考を身につける言葉）
特に４歳以降、「～だから」は友だちの集団の中で生きて
きます。「～だからこうしようよ」と誰かが言うと、他の
子ども達はその子に一目を置いて質問します。今度はその
質問に応えなければ、と言った子が考えます。その経験が
行動力を育み、良いリーダーを育てていきます。


